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CChhaannccee  ＆＆  CChhaannggee!!!!      No.40 

   期期期末末末テテテススストトト１１１週週週間間間前前前ででですすす………  

 期末テスト１週間前になりました。以前に『東大首席弁護士が教える［超速］「7 回読み」

勉強法』（山口真由）という本を読んだことがあります。内容についてインターネットで調べ

たものを要約して紹介します。☞ 教科書を 7 回読むだけで、断然トップになれた！プレジデ

ント Family 2014 年 4 月号より（shuchi.php.co.jp/article/1990） 

 「頭のいい人」になれる最良の手段は、「勉強法」を身につけること 

（中略） 

◆「理解と認知の最短距離」＝勉強法を身につけよ！ 

 では、「勉強のできる人」になるには、何が必要でしょうか。それは「自分の勉強法」

を確立することです。…勉強法が確立できていると、ある意味とても「楽」です。自分の

勉強法というレールに乗るだけで、他のことは考えなくてもゴールにたどり着けるからで

す。… 

 さっそく、教科書を7回読む方法を、山口さんに解説してもらおう。… 

 まず1回目から3回目までは「土台づくり」。彼女いわく「出題範囲の見取り図を作る」

作業だ。4、5回目で理解度が飛躍的に高まり、6、7回目は、細かい部分まで含めた最終

確認と山口さんは話す。 

 「1回目は意味をとろうとせずにサラサラッと読みます。大見出しだけを目で追うよう

にして、出題範囲の全体像を頭に入れるためです。この項目はこれぐらいの分量で、あの

項目はこの程度かと、薄ぼんやりとつかむ感じです。そうすることで頭の中に出題範囲全

体の見取り図をつくるんです」…3回目までは、あくまで「土台づくり」。だから、全体

の理解度は2割程度らしい。回数を重ねることで、そこで築いた土台の上に、より具体的

な教科書の情報を積み上げていく。いわば、「習うより慣れろ」式の読み方なのだ。… 

 山口さんの勉強法の最大の特徴を挙げるとするなら、基本書といえる教科書中心であり

ながら、最初から覚えようとせず、出題範囲の全体像をつかむことを優先し、続いて大見

出し、次に小見出しという順番で細部を少しずつ頭に入れていくという点だろう。… 

 ところで山口さんは、文章の行間を読み取って解答しなければならない国語の読解問題

や、英単語や慣用句をその正確なスペルまで暗記しなければいけない英語の場合、どう勉

強していたのだろうか。 

 「国語は、教科書よりも、むしろ授業ノートを同じ方法でひたすら読み込みます。ノー

トには先生が授業中に話していたポイントや、筆者がその文章で言いたかったことなどが

書いてありますから。それを教科書の本文と見比べながら、繰り返し読んで頭に入れまし

た」 

 英語の場合は、単語や慣用句を発音しながら、書いて覚えたりもした。「ただし、書き

写したものは一切見ません。五感を使ってより効率的に覚え込むために、ただ手を動かし

ているだけですから。この方法は暗記科目の社会や生物や地学でも、必要に応じて使って

いました」… 

 撮影のために、彼女に本を実際に読みながら書いてもらった。愛用している3色ボール

ペンで書き始めると、彼女は目をかっと見開き、本の右隣に置いたメモ用紙に軽快にペン

を走らせ始める。視線は本から一瞬も離さず、書き写している右手が紙の端からテーブル

に移ったのを感じとると、機械的に次の行の頭に右手を戻して、再び書き始める。教科書

を読み飛ばしながら見取り図をつくる一方で、音読や、英単語や慣用句を紙に書くことで

情報を積み上げ、より立体的に肉付けする作業といえる。 

 最後に、山口さんが「我慢の教科」と表現する数学は、教科書をひたすら読む方法が使

えない。いったい、どうしていたのか。 

 「教科書を読む代わりに、『赤チャート』と呼ばれる、高校教科書の標準レベルから、

東大や京大の難関理系学部の入試問題レベルまでを収録した参考書を使い、それを合計7

回繰り返し解いて、問題のパターンを覚え込む方法をとりました」 

 いくら応用問題とはいえ、数学の問題も突き詰めれば何パターンかに集約できると考え

たからだという。パターン別に問題を繰り返し解いて正解を導き出す流れを覚え込んだ。 

 「1回目は解答を見ながら問題を解きます。同じ問題を反復して解くことで、4回目ぐら

いになると、考え方のパターンが頭に入り、解答を見なくても解けるようになってくるん

ですよ」 

 これは、算数への苦手意識が強い子こそ、まねしやすい方法かもしれない。山口さん自

身、大学入試では、数学は高得点を期待できなかったが、平均点程度さえ取れれば、超高

得点が狙える暗記科目で十分に補えるために、とくに支障はなかったらしい。 

 理科の場合は、「暗記できる部分が多い生物や地学に逃げるんです」と、彼女は苦笑し

ながら、正直に話す。 

 「教科書を7回読む。中学から大学まで、この勉強法を続けてきましたが、これが一番

ゴールに近く、無駄がありません。妹に『どうやって勉強すればいいの？』と聞かれるた

びに、私は『教科書を読みなさい』とだけアドバイスしてきました。読み込む勉強法なの

で、問題の解き方や考え方を他人にわかりやすく説明するのは、私、今でも苦手なんです

よ」（後略） 

 山口さんの場合は「７回読み」勉強法が良かったみたいですが、人によって違うと思います。

でも、自分に合った勉強法を確立することは大事です。参考にして下さい。 

とにかく、自分なりの勉強方法を確立すること。これができると、定期テストに関わらず、

実力テストや入試も必勝です。 

【公益信託 西川種子交通遺児育英基金（給付）のお知らせ】 

   内 容  兵庫県内に居住し、平成３０年４月より県内高校に進学する交通遺児が対象。 

       給付額月額 15,000 円（年額 180,000 円）、入学準備金 100,000 円。 

       返還の義務は必要ない、給付とする。但し、他の奨学金との併用不可。 

 

☆ 興味のある人、希望者は滝まで。条件などの詳細をお知らせします。 

  校内〆切り  ２学期中 


